
紀伊半島大水害復旧・復興シンポジウム
～インタープリベント2014　プレイベント共催～

　奈良県南部地域を中心に甚大な被害をもたらした紀伊半
島大水害から、はや２年が経過しようとしています。
　このシンポジウムでは、この大水害の記憶を風化させず、
「災害に強く、希望の持てる地域づくり」を目指し、5年後、
10年後を見据えた復興について考えたいと思います。
　多くの皆様のご参加をお待ちしています。

開場（受付開始）

開会

基調講演
　『地域の実情に応じた復旧・復興プロセスとする
 　ために』
　　澤田雅浩（長岡造形大学准教授）

特別報告
　『世界で発生している大規模土砂災害、
　 奈良から世界へ情報発信』
　～インタープリベント2014奈良県開催に向けて～
　　岡本正男（環太平洋インタープリベント協議会会長）

休憩

パネルディスカッション
　『５年後、１０年後を見据えた復興を考える』
　■パネリスト（五十音順）
　　井筒由佳理（五條市地域包括支援センター係長）
　　大倉靖彦（（株）アルセッド建築研究所副所長）
　　岡本正男（環太平洋インタープリベント協議会会長）
　　辻本浩司（奈良県南部東部振興監）
　　星野晃男（NPOくらしサポート越後川口理事）
　 ■コーディネーター
　　澤田雅浩（長岡造形大学准教授）
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氏 名（ふりがな）　　　　　　　　　　　　　　　年 齢　　　　　　　　　　　　　　　職 業

　「紀伊半島大水害復旧･復興シンポジウム」参加申込書

住 所（〒　　-  　　）

電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ

プログラム

出演者プロフィール

澤 田 雅 浩（さわだ まさひろ）
長岡造形大学建築・環境デザイン学科准教授
専門は都市計画、都市防災。中越地震では、
地域の復興支援や今後の防災のあり方に関す
る研究や実践を行うほか、（社）中越防災安全
推進機構理事、（財）山の暮らし再生機構理
事などを務める。また、東日本大震災では、大
船渡市災害復興計画推進委員会委員、楢葉町
復興推進委員会委員なども務めている。

岡 本 正 男（おかもと まさお）
環太平洋インタープリベント協議会会長
国内外の災害現場を体験し、専門は砂防、土
砂災害対策。昭和47年建設省（現国土交通
省）に入省後、河川局、北陸地方整備局、大和
川河川事務所、広島県砂防課長、ネパール王
国派遣等の勤務を経て、平成15年７月、国土交
通省砂防部長で退官。現在、（一社）全国治水
砂防協会理事長、他に（公社）砂防学会会長等
を務めている。

特別報告

基調講演

〇下記の申込書に必要事項をご記入のうえ、郵送または
　ＦＡＸでお申し込みください。
     〒630-8501 奈良市登大路町30
       奈良県復旧・復興推進室
      FAX：0742-27-5210
〇E-mailでお申し込みの場合は、申込書と同事項を
　ご記入のうえ、下記のアドレスまで送信ください。
     E-mail：fukkou@office.pref.nara.lg.jp
〇申込締切　平成25年8月30日(金)
〇申込定員  先着400名様とさせていただきます。
　 ※定員を超えた場合のみお申し込みの方に連絡いたします。

0742-27-7512 奈良県復旧・復興推進室
※土曜日及び日曜日を除く 8:30-16:30 の間でお問い合わせください。

お問い合わせ電話番号

お申し込み方法等

キリトリ線キリトリ線

インタープリベント（国際防災学会）は、洪水・土石流・地すべ
りなどによる災害の防止・軽減に関する研究の促進や防災技術・
知識の普及を目的に、世界の防災関係行政機関や大学等の研究者
が参加し、土砂災害に関する研究成果の発表や対策などについて
議論する総合的な国際学会で、2年おきにヨーロッパとアジアで
交互に開催されています。次回は、2014年11月に奈良県で開催さ
れます。

インタープリベント2014


